
(57)【要約】

【課題】台所のシンクで生ごみ処理ができ、更にメンテ

ナンスや処理後の後始末無を無くし、さらに、台所排水

の生物化学的酸素要求量等も減らし、直接下水管へ流す

ことのできる生ごみ処理装置を提供する。

【解決手段】台所のシンク２に設けた粉砕手段４と、粉

砕手段４により粉砕された生ごみを一旦貯留する調整槽

１０と、その下部に、微生物を着床させるろ材を満たし

、生ごみ等を微生物により好気的に分解するための分解

槽１１と、その下方に、これらの槽１０、１１を通過し

た水分を貯め、下水管２８とつながる水槽１２と、各槽

１０、１１、１２を仕切る穴の空いた仕切板８、９と、

水槽１２内の水を調整槽１０に送る循環ポンプ１８と、

調整槽１０の粉砕された生ごみ撹拌する撹拌棒１４と、

分解槽１１内に外気が通過させる為、吸気口２０、排気

口１１ｃ及び圧送ポンプ３０を備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
台 所 の シ ン ク に 設 け た 粉 砕 手 段 と 、 粉 砕 手 段 に よ り 粉 砕 さ れ た 生 ご み 等 の 有 機 物 を 一 旦 貯
留 す る 調 整 槽 と 、 そ の 下 部 に 位 置 し 、 微 生 物 を 着 床 さ せ る ろ 材 を 満 た し 、 有 機 物 を 微 生 物
に よ り 好 気 的 に 分 解 す る た め の 分 解 槽 と 、 そ の 下 方 に 位 置 し 、 こ れ ら の 槽 を 通 過 し た 水 分
を 貯 め 、 下 水 管 と つ な が る 水 槽 と 、 適 当 な 大 き さ の 孔 を 有 し 、 前 記 槽 を 分 離 す る 仕 切 板 と
、 前 記 水 槽 内 の 水 を 前 記 調 整 槽 に 送 る ポ ン プ 装 置 と 、 前 記 調 整 槽 内 の 粉 砕 さ れ た 有 機 物 を
撹 拌 す る 撹 拌 手 段 と 、 前 記 分 解 槽 内 に 外 気 を 通 過 さ せ る 送 風 手 段 と を 備 え た 生 ご み 処 理 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 主 に 家 庭 の 台 所 で 発 生 す る 有 機 物 （ 生 ご み や 調 理 排 液 等 ） を 微 生 物 に よ り 分 解
処 理 し 、 下 水 管 に 流 す こ と の で き る 生 ご み 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 生 ご み 処 理 装 置 に は 、 乾 燥 、 減 量 さ せ る も の 、 焼 却 し て し ま う も の 、 微 生 物 に よ
り 分 解 さ せ る も の 等 、 様 々 な 構 成 の も の が 考 え ら れ て い る 。 し か し 、 処 理 後 の 残 留 物 や 媒
体 を メ ン テ ナ ン ス す る 事 が 必 ず 必 要 で あ り 、 メ ン テ ナ ン ス 無 し で そ の ま ま 下 水 管 へ 流 す こ
と の で き る 生 ご み 処 理 装 置 は 無 か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 生 ご み 処 理 装 置 で は 、 乾 燥 、 減 量 さ せ る も の 、 焼 却 し て し ま う も の 、 微 生 物 に よ
り 分 解 さ せ る も の 等 が あ る が 、 生 ご み を 処 理 す る 場 合 、 水 切 り や 処 理 装 置 ま で の 運 搬 、 処
理 後 の 残 留 物 や 媒 体 を メ ン テ ナ ン ス す る 事 が 必 ず 必 要 で あ り 、 室 内 で は 臭 い が 発 生 し た り
、 運 搬 時 に 汁 だ れ を お こ し た り し 、 使 い 勝 手 が よ い 物 で は な か っ た 。 ま た 、 粉 砕 手 段 等 を
シ ン ク の 下 に 設 け 使 い 勝 手 を 良 く し た も の は 、 高 濃 度 の 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｂ Ｏ Ｄ ）
や 固 形 物 が 下 水 管 に 流 れ 、 下 水 管 を 詰 ま ら せ た り 、 河 川 の 汚 染 や 、 下 水 処 理 場 の 処 理 能 力
の 負 担 増 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 生 ご み 処 理 装 置 の 課 題 を 解 決 し 、 生 ご み 等 の 発 生 す る 台 所 の
シ ン ク そ の 場 で 処 理 が で き 、 更 に メ ン テ ナ ン ス や 処 理 後 の 後 始 末 を 無 く し 、 さ ら に 、 生 ご
み や 台 所 排 水 の 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｂ Ｏ Ｄ ） 等 も 減 ら し 、 直 接 下 水 管 へ 流 す こ と の で
き る よ う に し た も の で あ り 、 生 ご み 処 理 の 家 事 作 業 を 大 幅 に 改 善 す る こ と の で き る と 共 に
、 臭 い や 運 搬 時 の 汁 だ れ で 室 内 を 汚 す 事 も な い 生 ご み 処 理 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 台 所 の シ ン ク に 設 け た 粉 砕 手 段 と 、 粉 砕 手 段 に よ り 粉 砕 さ れ た 生 ご み 等 の 有
機 物 を 一 旦 貯 留 す る 調 整 槽 と 、 そ の 下 部 に 位 置 し 、 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 好 気 的 に 分 解 す
る た め の 分 解 槽 と 、 そ の 下 方 に 位 置 し 、 こ れ ら の 槽 を 通 過 し た 水 分 を 貯 め る 水 槽 と 、 適 当
な 大 き さ の 孔 を 有 し 、 前 記 槽 を 分 離 す る 仕 切 板 と 、 前 記 水 槽 内 の 水 を 前 記 調 整 槽 に 送 る ポ
ン プ 装 置 と 、 前 記 調 整 槽 内 の 粉 砕 さ れ た 有 機 物 を 撹 拌 す る 撹 拌 手 段 と 、 前 記 分 解 槽 内 に 外
気 を 通 過 さ せ る 送 風 手 段 と を 備 え た も の で 、 分 解 槽 で 有 機 物 を 微 生 物 が 好 気 的 に 分 解 す る
た め に 必 要 な 酸 素 を 送 風 手 段 に よ り 強 制 的 に 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 分 解 の 促 進 が は か れ
る と 共 に 、 嫌 気 的 分 解 に よ り 悪 臭 等 が 発 生 す る 事 を 防 止 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 生 ご み 処 理 装 置 に よ れ ば 、 生 ご み 等 の 発 生 す る 台 所 の シ ン ク そ の 場 で 処 理 が で
き 、 更 に 処 理 後 の 残 留 物 や 媒 体 の メ ン テ ナ ン ス や 処 理 後 の 後 始 末 を 無 く し 、 さ ら に 、 生 ご
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み や 台 所 排 水 の 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｂ Ｏ Ｄ ） 等 も 減 ら し 、 直 接 下 水 管 へ 流 す こ と が で
き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 台 所 の シ ン ク に 設 け た 粉 砕 手 段 と 、 粉 砕 手 段 に よ り 粉 砕 さ れ た
生 ご み 等 の 有 機 物 を 一 旦 貯 留 す る 調 整 槽 と 、 そ の 下 部 に 位 置 し 、 微 生 物 を 着 床 さ せ る ろ 材
を 満 た し 、 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 好 気 的 に 分 解 す る た め の 分 解 槽 と 、 そ の 下 方 に 位 置 し 、
こ れ ら の 槽 を 通 過 し た 水 分 を 貯 め 、 下 水 管 と つ な が る 水 槽 と 、 適 当 な 大 き さ の 孔 を 有 し 、
前 記 槽 を 分 離 す る 仕 切 板 と 、 前 記 水 槽 内 の 水 を 前 記 調 整 槽 に 送 る ポ ン プ 装 置 と 、 前 記 調 整
槽 内 の 粉 砕 さ れ た 有 機 物 を 撹 拌 す る 撹 拌 手 段 と 、 前 記 分 解 槽 内 に 外 気 を 通 過 さ せ る 送 風 手
段 と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 粉 砕 手 段 で 粉 砕 処 理 さ れ た 生 ご み と 汁 分 お よ び 台 所 排
水 が 調 整 槽 に 入 り 、 そ の う ち 固 形 分 は 仕 切 板 が あ る た め こ の 槽 に 留 ま る 。 又 、 液 分 や 細 か
い 固 形 分 は 分 解 槽 に 入 り 、 こ の 槽 の ろ 床 に 着 床 し て い る 微 生 物 に よ り 液 分 や 細 か い 固 形 分
の 有 機 物 が 分 解 さ れ る 。 分 解 さ れ た 後 の 水 や 、 分 解 し き ら な い 有 機 物 の 溶 解 し た 液 分 は 、
下 方 へ 落 ち て 行 き 、 一 旦 水 槽 に 貯 め ら れ ポ ン プ に よ り 再 度 調 整 槽 に 戻 さ れ 、 同 じ 事 が 繰 り
返 さ れ る う ち に ほ と ん ど の 有 機 物 が 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ て し ま い 、 下 水 管 の ほ う へ 流 し
出 さ れ て い く 。 こ の 時 、 調 整 槽 に 溜 ま っ た 固 形 分 は 撹 拌 棒 等 の 撹 拌 手 段 に よ り 徐 々 に 細 か
く な っ た り 、 循 環 す る 液 分 に よ り 溶 解 し た り し 、 徐 々 に 分 解 槽 の 方 へ 落 ち て ゆ く よ う に し
て い る 。 こ れ は あ ま り 早 く 分 解 槽 に 大 量 に 入 る と 分 解 仕 切 ら な い 有 機 物 が 多 く な り 、 そ れ
が 水 槽 に 入 り 高 濃 度 の ま ま 下 水 管 の 方 へ 流 れ て し ま う こ と を 防 止 す る 作 用 と 、 大 き な 固 形
分 の ま ま 調 整 槽 に 残 る と 、 次 々 に 粉 砕 さ れ た 生 ゴ ミ が 入 っ て き た 場 合 、 調 整 槽 に ど ん ど ん
溜 ま り 大 き な 調 整 槽 が 必 要 と な る の を 防 止 す る 作 用 、 お よ び 調 整 槽 か ら 分 解 槽 へ 均 一 に 有
機 物 を 落 下 さ せ 微 生 物 全 体 に ゆ き わ た る 様 に し 、 微 生 物 の 働 き を 安 定 さ せ 、 分 解 能 力 を 向
上 さ せ る 作 用 が あ る 。 さ ら に ま た 、 分 解 槽 で 有 機 物 を 微 生 物 が 好 気 的 に 分 解 す る た め に は
酸 素 が 必 要 で あ り 、 こ の た め 分 解 槽 内 の ろ 床 の 間 に 酸 素 を 強 制 的 に 通 過 さ せ る 送 風 手 段 を
設 け る こ と に よ り 、 分 解 の 促 進 が は か れ る と 共 に 、 嫌 気 的 分 解 に よ り 悪 臭 等 が 発 生 す る 事
を 防 止 す る と い う 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は 流 し 台 で 、 シ ン ク ２ の 排 水 口 部 ３ に は 粉 砕 手 段 ４ が 設 け ら れ て い る
。 粉 砕 手 段 ４ と 生 ご み 処 理 槽 ５ は ト ラ ッ プ 部 ６ を 有 す る パ イ プ ７ で つ な が っ て い る 。 生 ご
み 処 理 槽 ５ は 、 ほ ぼ 円 柱 状 を し 、 仕 切 板 ８ 、 ９ で 調 整 槽 １ ０ 、 分 解 槽 １ １ 、 水 槽 １ ２ に 分
離 さ れ て い る 。 そ し て 、 仕 切 板 ８ は メ ッ シ ュ 状 の 金 網 で 構 成 さ れ 、 仕 切 板 ９ は 、 穴 の 空 い
た 円 盤 で 構 成 さ れ て い る 。 調 整 槽 １ ０ と 分 解 槽 １ １ の 中 央 部 に は 軸 １ ３ が 貫 通 し て お り 、
そ の 軸 １ ３ に 垂 直 に 撹 拌 棒 １ ４ が 数 カ 所 設 け て あ り 、 駆 動 モ ー タ １ ５ で 回 転 す る 様 に な っ
て い る 。 分 解 槽 １ １ に は 微 生 物 が 着 床 す る た め の ろ 材 １ ６ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 水 槽 １ ２ の 底 部 １ ７ を 循 環 ポ ン プ １ ８ の 吸 引 側 へ 接 続 し 、 循 環 ポ ン プ １ ８ の 吐 出 側 が 調
整 槽 １ ０ の 天 面 １ ０ ａ に 設 け ら れ た 散 水 ノ ズ ル 部 １ ９ へ 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 調 整 槽
１ ０ の 天 面 １ ０ ａ に は 吸 気 口 ２ ０ が あ り 、 生 ご み 処 理 槽 ５ の 側 面 部 に オ ー バ ー フ ロ ー 経 路
２ ２ を 設 け 、 こ の 経 路 ２ ２ の 上 端 側 の 開 口 部 ２ ３ を 調 整 槽 １ ０ の 側 面 部 の 上 方 に 配 し 、 経
路 ２ ２ の 下 端 側 の 開 口 部 ２ １ を 水 槽 １ ２ の 水 位 線 Ａ よ り 下 方 に 配 し て い る 。 ま た 、 水 槽 １
２ は 水 位 線 Ａ よ り 下 方 ま で の び た 仕 切 ２ ４ で ２ 部 屋 に 分 か れ 、 一 方 の 部 屋 ２ ５ は 分 解 槽 １
１ に 通 じ 、 他 方 の 部 屋 ２ ６ は 下 水 管 ２ ８ と パ イ プ ２ ９ で つ な が っ て い る 。 更 に 、 ３ ０ は 空
気 の 圧 送 ポ ン プ で 、 吸 気 側 は 水 槽 １ ２ と 分 解 槽 １ １ の 間 の 空 間 部 １ １ ａ に 臨 む 排 気 口 １ １
ｃ に 、 吐 出 側 は 水 槽 １ １ の 部 屋 ２ ６ の 空 間 部 １ １ ｂ に そ れ ぞ れ パ イ プ ３ １ 、 ３ ２ で つ な が
っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 生 ご み 処 理 装 置 に お い て 、 そ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 台 所 で 発 生 し た 生 ご み を 粉 砕 手 段 ４ に 投 入 し 、 電 源 を 入 れ て 粉 砕 し な が ら 水 を 流 し 込 ん
で や る と 、 粉 砕 さ れ た 生 ご み や 水 は パ イ プ ７ を 通 っ て 生 ご み 処 理 槽 ５ の 調 整 槽 １ ０ に 入 る
。 粉 砕 さ れ た 生 ご み は 、 撹 拌 棒 １ ４ に よ り 撹 拌 さ れ 、 仕 切 板 ８ の 金 網 の 開 口 よ り 大 き な 物
は 調 整 槽 １ ０ 上 に 残 り 、 そ の 他 の 細 か い 固 形 物 や 液 分 は 徐 々 に 分 解 槽 １ １ に 入 っ て ゆ く 。
こ れ ら の 液 分 や 細 か い 固 形 分 は 分 解 槽 １ １ に 入 り 、 こ の 槽 の ろ 材 １ ６ に 着 床 し て い る 微 生
物 に よ り 有 機 物 が 分 解 さ れ て ゆ く 。 そ し て 、 分 解 さ れ た 後 の 水 や 、 分 解 し き ら な い 有 機 物
の 溶 解 し た 液 分 は 、 一 旦 水 槽 １ ２ に 貯 め ら れ 、 循 環 ポ ン プ １ ８ で 調 整 槽 １ ０ に 戻 さ れ る 。
調 整 槽 １ ０ に 戻 さ れ る 際 に は そ の 槽 １ ０ の 上 部 に 配 し た 散 水 ノ ズ ル 部 １ ９ よ り 散 水 さ れ る
。 そ し て 、 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ る う ち に 生 ご み の 有 機 物 ほ と ん ど 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ 、
か な り の Ｂ Ｏ Ｄ 濃 度 が 減 少 し て し ま う 。 そ し て 、 水 槽 １ ２ の 水 位 が あ る 程 度 高 く な る と パ
イ プ ２ ９ を 通 っ て 下 水 管 ２ ８ の ほ う へ 流 し 出 さ れ て い く 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 圧 送 ポ ン プ ３ ０ に よ り 調 整 槽 １ ０ の 吸 気 口 ２ ０ か ら 外 気 を 吸 い 込 み 、 仕 切 板 ８ 、
分 解 槽 １ １ の ろ 材 １ ６ の 間 を 通 っ て い る 間 に 発 生 し た 二 酸 化 炭 素 と 共 に 仕 切 板 ９ を 抜 け 、
圧 送 ポ ン プ ３ ０ に 吸 い 込 ま れ る 。 そ し て 水 槽 １ ２ の 部 屋 ２ ６ の 空 間 部 １ １ ｂ に 送 ら れ 、 パ
イ プ ２ ９ を 通 っ て 下 水 管 ２ ８ の 方 へ 流 れ て ゆ く 。 又 、 撹 拌 棒 １ ４ は 分 解 槽 １ １ 内 の ろ 床 １
６ の 撹 拌 も 行 い 、 微 生 物 を 掻 き 落 と す こ と に よ り 、 ろ 材 １ ６ が 常 に 空 気 が 通 過 で き る よ う
な 状 態 を 保 っ て い る 。 ま た 、 調 整 槽 １ ０ に 一 気 に 大 量 の 水 分 が く る と 、 開 口 部 ２ ３ よ り オ
ー バ ー フ ロ ー 経 路 ２ ２ を 通 っ て 水 槽 １ ２ へ 流 れ る 様 に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 粉 砕 手 段
３ に 生 ご み を 投 入 す る だ け で 、 微 生 物 が 生 ご み の 有 機 物 を 最 終 的 に は 水 と 二 酸 化 炭 素 に 分
解 し て 下 水 管 ２ ８ へ 流 し て し ま う も の で 、 処 理 後 の メ ン テ ナ ン ス や 運 搬 の 必 要 が 全 く 無 い
も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 生 ご み 処 理 装 置 に よ れ ば 、 処 理 後 の 残 留 物 や 媒 体 を メ ン
テ ナ ン ス 無 し で そ の ま ま 下 水 管 へ 流 す こ と が で き る よ う に な り 、 台 所 ま わ り の 生 ご み 処 理
装 置 に 幅 広 く 適 用 で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 生 ご み 処 理 装 置 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ２ 　 シ ン ク
　 ４ 　 粉 砕 手 段
　 １ ０ 　 調 整 槽
　 １ １ 　 分 解 槽
　 １ １ ｃ 　 排 気 口
　 １ ２ 　 水 槽
　 １ ４ 　 撹 拌 棒 （ 撹 拌 手 段 ）
　 １ ６ 　 ろ 材
　 １ ８ 　 循 環 ポ ン プ （ ポ ン プ 装 置 ）
　 ２ ０ 　 吸 気 口
　 ２ ２ 　 オ ー バ ー フ ロ ー 経 路
　 ３ ０ 　 圧 送 ポ ン プ （ 吸 気 手 段 ）
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【 図 １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 7日 (2004.1.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
台 所 の シ ン ク に 設 け た 粉 砕 手 段 と 、 粉 砕 手 段 に よ り 粉 砕 さ れ た 生 ご み 等 の 有 機 物 を 一 旦 貯
留 す る 調 整 槽 と 、 そ の 下 部 に 位 置 し 、 微 生 物 を 着 床 さ せ る ろ 材 を 満 た し 、 有 機 物 を 微 生 物
に よ り 好 気 的 に 分 解 す る た め の 分 解 槽 と 、 そ の 下 方 に 位 置 し 、 こ れ ら の 槽 を 通 過 し た 水 分
を 貯 め 、 下 水 管 と つ な が る 水 槽 と 、 適 当 な 大 き さ の 孔 を 有 し 、 前 記 調 整 槽 と 分 解 槽 お よ び
前 記 分 解 槽 と 水 槽 と を そ れ ぞ れ 分 離 す る 仕 切 板 と 、 前 記 水 槽 内 の 水 を 前 記 調 整 槽 に 送 る ポ
ン プ 装 置 と 、 前 記 調 整 槽 内 の 粉 砕 さ れ た 有 機 物 を 撹 拌 す る 撹 拌 手 段 と 、 前 記 分 解 槽 内 に 外
気 を 通 過 さ せ る 送 風 手 段 と を 備 え た 生 ご み 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 主 に 家 庭 の 台 所 で 発 生 す る 有 機 物 （ 生 ご み や 調 理 排 液 等 ） を 微 生 物 に よ り 分 解
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処 理 し 、 下 水 管 に 流 す こ と の で き る 生 ご み 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 生 ご み 処 理 装 置 に は 、 乾 燥 、 減 量 さ せ る も の 、 焼 却 し て し ま う も の 、 微 生 物 に よ
り 分 解 さ せ る も の 等 、 様 々 な 構 成 の も の が 考 え ら れ て い る 。 し か し 、 処 理 後 の 残 留 物 や 媒
体 を メ ン テ ナ ン ス す る 事 が 必 ず 必 要 で あ り 、 メ ン テ ナ ン ス 無 し で そ の ま ま 下 水 管 へ 流 す こ
と の で き る 生 ご み 処 理 装 置 は 無 か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 生 ご み 処 理 装 置 で は 、 乾 燥 、 減 量 さ せ る も の 、 焼 却 し て し ま う も の 、 微 生 物 に よ
り 分 解 さ せ る も の 等 が あ る が 、 生 ご み を 処 理 す る 場 合 、 水 切 り や 処 理 装 置 ま で の 運 搬 、 処
理 後 の 残 留 物 や 媒 体 を メ ン テ ナ ン ス す る 事 が 必 ず 必 要 で あ り 、 室 内 で は 臭 い が 発 生 し た り
、 運 搬 時 に 汁 だ れ を お こ し た り し 、 使 い 勝 手 が よ い 物 で は な か っ た 。 ま た 、 粉 砕 手 段 等 を
シ ン ク の 下 に 設 け 使 い 勝 手 を 良 く し た も の は 、 高 濃 度 の 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｂ Ｏ Ｄ ）
や 固 形 物 が 下 水 管 に 流 れ 、 下 水 管 を 詰 ま ら せ た り 、 河 川 の 汚 染 や 、 下 水 処 理 場 の 処 理 能 力
の 負 担 増 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 生 ご み 処 理 装 置 の 課 題 を 解 決 し 、 生 ご み 等 の 発 生 す る 台 所 の
シ ン ク そ の 場 で 処 理 が で き 、 更 に メ ン テ ナ ン ス や 処 理 後 の 後 始 末 を 無 く し 、 さ ら に 、 生 ご
み や 台 所 排 水 の 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｂ Ｏ Ｄ ） 等 も 減 ら し 、 直 接 下 水 管 へ 流 す こ と の で
き る よ う に し た も の で あ り 、 生 ご み 処 理 の 家 事 作 業 を 大 幅 に 改 善 す る こ と の で き る と 共 に
、 臭 い や 運 搬 時 の 汁 だ れ で 室 内 を 汚 す 事 も な い 生 ご み 処 理 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 台 所 の シ ン ク に 設 け た 粉 砕 手 段 と 、 粉 砕 手 段 に よ り 粉 砕 さ れ た 生 ご み 等 の 有
機 物 を 一 旦 貯 留 す る 調 整 槽 と 、 そ の 下 部 に 位 置 し 、 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 好 気 的 に 分 解 す
る た め の 分 解 槽 と 、 そ の 下 方 に 位 置 し 、 こ れ ら の 槽 を 通 過 し た 水 分 を 貯 め る 水 槽 と 、 適 当
な 大 き さ の 孔 を 有 し 、 前 記 調 整 槽 と 分 解 槽 お よ び 前 記 分 解 槽 と 水 槽 と を そ れ ぞ れ 分 離 す る
仕 切 板 と 、 前 記 水 槽 内 の 水 を 前 記 調 整 槽 に 送 る ポ ン プ 装 置 と 、 前 記 調 整 槽 内 の 粉 砕 さ れ た
有 機 物 を 撹 拌 す る 撹 拌 手 段 と 、 前 記 分 解 槽 内 に 外 気 を 通 過 さ せ る 送 風 手 段 と を 備 え た も の
で 、 分 解 槽 で 有 機 物 を 微 生 物 が 好 気 的 に 分 解 す る た め に 必 要 な 酸 素 を 送 風 手 段 に よ り 強 制
的 に 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 分 解 の 促 進 が は か れ る と 共 に 、 嫌 気 的 分 解 に よ り 悪 臭 等 が 発
生 す る 事 を 防 止 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 生 ご み 処 理 装 置 に よ れ ば 、 生 ご み 等 の 発 生 す る 台 所 の シ ン ク そ の 場 で 処 理 が で
き 、 更 に 処 理 後 の 残 留 物 や 媒 体 の メ ン テ ナ ン ス や 処 理 後 の 後 始 末 を 無 く し 、 さ ら に 、 生 ご
み や 台 所 排 水 の 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｂ Ｏ Ｄ ） 等 も 減 ら し 、 直 接 下 水 管 へ 流 す こ と が で
き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 台 所 の シ ン ク に 設 け た 粉 砕 手 段 と 、 粉 砕 手 段 に よ り 粉 砕 さ れ た
生 ご み 等 の 有 機 物 を 一 旦 貯 留 す る 調 整 槽 と 、 そ の 下 部 に 位 置 し 、 微 生 物 を 着 床 さ せ る ろ 材
を 満 た し 、 有 機 物 を 微 生 物 に よ り 好 気 的 に 分 解 す る た め の 分 解 槽 と 、 そ の 下 方 に 位 置 し 、
こ れ ら の 槽 を 通 過 し た 水 分 を 貯 め 、 下 水 管 と つ な が る 水 槽 と 、 適 当 な 大 き さ の 孔 を 有 し 、
前 記 調 整 槽 と 分 解 槽 お よ び 前 記 分 解 槽 と 水 槽 と を そ れ ぞ れ 分 離 す る 仕 切 板 と 、 前 記 水 槽 内
の 水 を 前 記 調 整 槽 に 送 る ポ ン プ 装 置 と 、 前 記 調 整 槽 内 の 粉 砕 さ れ た 有 機 物 を 撹 拌 す る 撹 拌
手 段 と 、 前 記 分 解 槽 内 に 外 気 を 通 過 さ せ る 送 風 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 粉 砕
手 段 で 粉 砕 処 理 さ れ た 生 ご み と 汁 分 お よ び 台 所 排 水 が 調 整 槽 に 入 り 、 そ の う ち 固 形 分 は 仕
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切 板 が あ る た め こ の 槽 に 留 ま る 。 又 、 液 分 や 細 か い 固 形 分 は 分 解 槽 に 入 り 、 こ の 槽 の ろ 床
に 着 床 し て い る 微 生 物 に よ り 液 分 や 細 か い 固 形 分 の 有 機 物 が 分 解 さ れ る 。 分 解 さ れ た 後 の
水 や 、 分 解 し き ら な い 有 機 物 の 溶 解 し た 液 分 は 、 下 方 へ 落 ち て 行 き 、 一 旦 水 槽 に 貯 め ら れ
ポ ン プ に よ り 再 度 調 整 槽 に 戻 さ れ 、 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ る う ち に ほ と ん ど の 有 機 物 が 微 生
物 に よ り 分 解 さ れ て し ま い 、 下 水 管 の ほ う へ 流 し 出 さ れ て い く 。 こ の 時 、 調 整 槽 に 溜 ま っ
た 固 形 分 は 撹 拌 棒 等 の 撹 拌 手 段 に よ り 徐 々 に 細 か く な っ た り 、 循 環 す る 液 分 に よ り 溶 解 し
た り し 、 徐 々 に 分 解 槽 の 方 へ 落 ち て ゆ く よ う に し て い る 。 こ れ は あ ま り 早 く 分 解 槽 に 大 量
に 入 る と 分 解 仕 切 ら な い 有 機 物 が 多 く な り 、 そ れ が 水 槽 に 入 り 高 濃 度 の ま ま 下 水 管 の 方 へ
流 れ て し ま う こ と を 防 止 す る 作 用 と 、 大 き な 固 形 分 の ま ま 調 整 槽 に 残 る と 、 次 々 に 粉 砕 さ
れ た 生 ゴ ミ が 入 っ て き た 場 合 、 調 整 槽 に ど ん ど ん 溜 ま り 大 き な 調 整 槽 が 必 要 と な る の を 防
止 す る 作 用 、 お よ び 調 整 槽 か ら 分 解 槽 へ 均 一 に 有 機 物 を 落 下 さ せ 微 生 物 全 体 に ゆ き わ た る
様 に し 、 微 生 物 の 働 き を 安 定 さ せ 、 分 解 能 力 を 向 上 さ せ る 作 用 が あ る 。 さ ら に ま た 、 分 解
槽 で 有 機 物 を 微 生 物 が 好 気 的 に 分 解 す る た め に は 酸 素 が 必 要 で あ り 、 こ の た め 分 解 槽 内 の
ろ 床 の 間 に 酸 素 を 強 制 的 に 通 過 さ せ る 送 風 手 段 を 設 け る こ と に よ り 、 分 解 の 促 進 が は か れ
る と 共 に 、 嫌 気 的 分 解 に よ り 悪 臭 等 が 発 生 す る 事 を 防 止 す る と い う 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は 流 し 台 で 、 シ ン ク ２ の 排 水 口 部 ３ に は 粉 砕 手 段 ４ が 設 け ら れ て い る
。 粉 砕 手 段 ４ と 生 ご み 処 理 槽 ５ は ト ラ ッ プ 部 ６ を 有 す る パ イ プ ７ で つ な が っ て い る 。 生 ご
み 処 理 槽 ５ は 、 ほ ぼ 円 柱 状 を し 、 仕 切 板 ８ 、 ９ で 調 整 槽 １ ０ 、 分 解 槽 １ １ 、 水 槽 １ ２ に 分
離 さ れ て い る 。 そ し て 、 仕 切 板 ８ は メ ッ シ ュ 状 の 金 網 で 構 成 さ れ 、 仕 切 板 ９ は 、 穴 の 空 い
た 円 盤 で 構 成 さ れ て い る 。 調 整 槽 １ ０ と 分 解 槽 １ １ の 中 央 部 に は 軸 １ ３ が 貫 通 し て お り 、
そ の 軸 １ ３ に 垂 直 に 撹 拌 棒 １ ４ が 数 カ 所 設 け て あ り 、 駆 動 モ ー タ １ ５ で 回 転 す る 様 に な っ
て い る 。 分 解 槽 １ １ に は 微 生 物 が 着 床 す る た め の ろ 材 １ ６ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 水 槽 １ ２ の 底 部 １ ７ を 循 環 ポ ン プ １ ８ の 吸 引 側 へ 接 続 し 、 循 環 ポ ン プ １ ８ の 吐 出 側 が 調
整 槽 １ ０ の 天 面 １ ０ ａ に 設 け ら れ た 散 水 ノ ズ ル 部 １ ９ へ 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 調 整 槽
１ ０ の 天 面 １ ０ ａ に は 吸 気 口 ２ ０ が あ り 、 生 ご み 処 理 槽 ５ の 側 面 部 に オ ー バ ー フ ロ ー 経 路
２ ２ を 設 け 、 こ の 経 路 ２ ２ の 上 端 側 の 開 口 部 ２ ３ を 調 整 槽 １ ０ の 側 面 部 の 上 方 に 配 し 、 経
路 ２ ２ の 下 端 側 の 開 口 部 ２ １ を 水 槽 １ ２ の 水 位 線 Ａ よ り 下 方 に 配 し て い る 。 ま た 、 水 槽 １
２ は 水 位 線 Ａ よ り 下 方 ま で の び た 仕 切 ２ ４ で ２ 部 屋 に 分 か れ 、 一 方 の 部 屋 ２ ５ は 分 解 槽 １
１ に 通 じ 、 他 方 の 部 屋 ２ ６ は 下 水 管 ２ ８ と パ イ プ ２ ９ で つ な が っ て い る 。 更 に 、 ３ ０ は 空
気 の 圧 送 ポ ン プ で 、 吸 気 側 は 水 槽 １ ２ と 分 解 槽 １ １ の 間 の 空 間 部 １ １ ａ に 臨 む 排 気 口 １ １
ｃ に 、 吐 出 側 は 水 槽 １ １ の 部 屋 ２ ６ の 空 間 部 １ １ ｂ に そ れ ぞ れ パ イ プ ３ １ 、 ３ ２ で つ な が
っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 生 ご み 処 理 装 置 に お い て 、 そ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 台 所 で 発 生 し た 生 ご み を 粉 砕 手 段 ４ に 投 入 し 、 電 源 を 入 れ て 粉 砕 し な が ら 水 を 流 し 込 ん
で や る と 、 粉 砕 さ れ た 生 ご み や 水 は パ イ プ ７ を 通 っ て 生 ご み 処 理 槽 ５ の 調 整 槽 １ ０ に 入 る
。 粉 砕 さ れ た 生 ご み は 、 撹 拌 棒 １ ４ に よ り 撹 拌 さ れ 、 仕 切 板 ８ の 金 網 の 開 口 よ り 大 き な 物
は 調 整 槽 １ ０ 上 に 残 り 、 そ の 他 の 細 か い 固 形 物 や 液 分 は 徐 々 に 分 解 槽 １ １ に 入 っ て ゆ く 。
こ れ ら の 液 分 や 細 か い 固 形 分 は 分 解 槽 １ １ に 入 り 、 こ の 槽 の ろ 材 １ ６ に 着 床 し て い る 微 生
物 に よ り 有 機 物 が 分 解 さ れ て ゆ く 。 そ し て 、 分 解 さ れ た 後 の 水 や 、 分 解 し き ら な い 有 機 物
の 溶 解 し た 液 分 は 、 一 旦 水 槽 １ ２ に 貯 め ら れ 、 循 環 ポ ン プ １ ８ で 調 整 槽 １ ０ に 戻 さ れ る 。
調 整 槽 １ ０ に 戻 さ れ る 際 に は そ の 槽 １ ０ の 上 部 に 配 し た 散 水 ノ ズ ル 部 １ ９ よ り 散 水 さ れ る
。 そ し て 、 同 じ 事 が 繰 り 返 さ れ る う ち に 生 ご み の 有 機 物 ほ と ん ど 微 生 物 に よ り 分 解 さ れ 、
か な り の Ｂ Ｏ Ｄ 濃 度 が 減 少 し て し ま う 。 そ し て 、 水 槽 １ ２ の 水 位 が あ る 程 度 高 く な る と パ
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イ プ ２ ９ を 通 っ て 下 水 管 ２ ８ の ほ う へ 流 し 出 さ れ て い く 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 圧 送 ポ ン プ ３ ０ に よ り 調 整 槽 １ ０ の 吸 気 口 ２ ０ か ら 外 気 を 吸 い 込 み 、 仕 切 板 ８ 、
分 解 槽 １ １ の ろ 材 １ ６ の 間 を 通 っ て い る 間 に 発 生 し た 二 酸 化 炭 素 と 共 に 仕 切 板 ９ を 抜 け 、
圧 送 ポ ン プ ３ ０ に 吸 い 込 ま れ る 。 そ し て 水 槽 １ ２ の 部 屋 ２ ６ の 空 間 部 １ １ ｂ に 送 ら れ 、 パ
イ プ ２ ９ を 通 っ て 下 水 管 ２ ８ の 方 へ 流 れ て ゆ く 。 又 、 撹 拌 棒 １ ４ は 分 解 槽 １ １ 内 の ろ 床 １
６ の 撹 拌 も 行 い 、 微 生 物 を 掻 き 落 と す こ と に よ り 、 ろ 材 １ ６ が 常 に 空 気 が 通 過 で き る よ う
な 状 態 を 保 っ て い る 。 ま た 、 調 整 槽 １ ０ に 一 気 に 大 量 の 水 分 が く る と 、 開 口 部 ２ ３ よ り オ
ー バ ー フ ロ ー 経 路 ２ ２ を 通 っ て 水 槽 １ ２ へ 流 れ る 様 に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 粉 砕 手 段
３ に 生 ご み を 投 入 す る だ け で 、 微 生 物 が 生 ご み の 有 機 物 を 最 終 的 に は 水 と 二 酸 化 炭 素 に 分
解 し て 下 水 管 ２ ８ へ 流 し て し ま う も の で 、 処 理 後 の メ ン テ ナ ン ス や 運 搬 の 必 要 が 全 く 無 い
も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 生 ご み 処 理 装 置 に よ れ ば 、 処 理 後 の 残 留 物 や 媒 体 を メ ン
テ ナ ン ス 無 し で そ の ま ま 下 水 管 へ 流 す こ と が で き る よ う に な り 、 台 所 ま わ り の 生 ご み 処 理
装 置 に 幅 広 く 適 用 で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 生 ご み 処 理 装 置 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ２ 　 シ ン ク
　 ４ 　 粉 砕 手 段
　 １ ０ 　 調 整 槽
　 １ １ 　 分 解 槽
　 １ １ ｃ 　 排 気 口
　 １ ２ 　 水 槽
　 １ ４ 　 撹 拌 棒 （ 撹 拌 手 段 ）
　 １ ６ 　 ろ 材
　 １ ８ 　 循 環 ポ ン プ （ ポ ン プ 装 置 ）
　 ２ ０ 　 吸 気 口
　 ２ ２ 　 オ ー バ ー フ ロ ー 経 路
　 ３ ０ 　 圧 送 ポ ン プ （ 吸 気 手 段 ）
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